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平成２８年度学校評価（前期）を振り返って　　　　　　　　　　
京都市立洛央小学校

校　長　森　江里子
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学校評価にご協力ありがとうございました。

　
平成２８年度学校評価（前期）の集計結果をお知らせします。

　今回，保護者の皆様，児童（低，高学年別），教職員による評価（振り返り）をアンケート形式でご協力いただき，保護者の皆様には全児童数の９５％のご回答をいただきました。ありがとうございました。
　保護者の皆様からいただきました評価の総ての内容一つひとつにつきましては全教職員が目を通させていただきました。学校といたしましては集計結果を真摯に受け止め，教育活動の改善に繋げていくように活用させていただきたいと考えております。
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「４」そう思う　「３」大体そう思う　「２」あまりそう思わない　「１」そう思わない
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保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　
「４」３２％　　　　「４」６８％　　　　「４」８４％　　　　「４」３８％
「３」５８％　　　　「３」２６％　　　　「３」１３％　　　　「３」５９％
「２」　８％　　　　「２」　４％　　　　「２」　２％　　　　「２」　３％
「１」　２％　　　　「１」　２％　　　　「１」　１％　　　　「１」　０％
　高学年児童も低学年児童も『「４」そう思う』との回答が昨年度より増加し，９０％を超える児童が「わかった」と実感できているという結果となりました。また，保護者の方も教職員も同じく９０％を超える結果となっています。
この好結果が今後も持続できるように，日々の子どもたちの学びを細かく観察し，適切に評価して，常に指導の改善を図り続けていきたいと考えています。また『「２」あまりそう思わない』『「１」そう思わない』との回答も真摯に受け止め，指導力向上のための校内研修を行う等，今後も組織的な指導力向上に向けて努力していきたいと考えています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２８％　　　　「４」３０％　　　　「４」３６％　　　　「４」１０％

「３」４０％　　　　「３」４０％　　　　「３」３８％　　　　「３」８８％

「２」２６％　　　　「２」２３％　　　　「２」１９％　　　　「２」　２％

「１」　６％　　　　「１」　７％　　　　「１」　７％　　　　「１」　０％
昨年度とよく似た結果となっていますが，『「２」あまりそう思わない』『「１」そう思わない』との回答も多く見られます。今後は，自分でノートを見て学習を振り返ったり，ポイントをまとめたりするノート指導の徹底も図っていきたいと考えています。そのためにも正しく美しい字を書くことが大切であると考えています。繰り返し指導を続けます。お家でも，宿題をしている時などに，励ましの言葉をかけていただければ嬉しいです。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２５％　　　　「４」３８％　　　　「４」５４％　　　　「４」２４％

「３」６０％　　　　「３」４０％　　　　「３」３４％　　　　「３」７１％

「２」１４％　　　　「２」１８％　　　　「２」　９％　　　　「２」　５％

「１」　１％　　　　「１」　４％　　　　「１」　３％　　　　「１」　０％
　保護者の方の『「４」そう思う』との回答が昨年度より増加しています。さらに「２」や「１」が減るような結果となるように，一人一人が，あきらめずに学びに向かっていけるような授業の工夫を図っていきたいと考えています。設問①とも合わせ，指導の改善を図り続けていきたいと考えています。また，宿題の確認をしながら学習が定着するように取り組んでいきたいと思っています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２１％　　　　「４」６４％　　　　「４」６４％　　　　「４」２８％

「３」４６％　　　　「３」２６％　　　　「３」２６％　　　　「３」６７％

「２」２８％　　　　「２」　５％　　　　「２」　５％　　　　「２」　５％

「１」　５％　　　　「１」　５％　　　　「１」　５％　　　　「１」　０％

将来の夢について高学年児童・低学年児童とも，「４」「３」をあわせると９０％と全く同じ結果となりました。非常に多くの子どもが将来の夢をもっている結果となっています。
本校では学校教育目標の目指す子ども像に「大きな希望を胸に抱く子」を掲げています。また，今年度はキャリア教育の全国発表の会場校にもなっています。教職員が授業の場面だけでなく，学校生活のあらゆる場面で，児童が自分の夢を持ち，将来展望に繋げていけるような働きかけを積極的に進めてきたからだと思われます。保護者の方の数値が低いのが気になります。本校の取組のすばらしさをより多くの方々に知ってもらえるように働きかけたいと考えています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」４１％　　　　「４」４５％　　　　「４」４１％　　　　「４」３８％

「３」５３％　　　　「３」４０％　　　　「３」４１％　　　　「３」６０％
「２」　５％　　　　「２」１２％　　　　「２」１３％　　　　「２」　２％

「１」　１％　　　　「１」　３％　　　　「１」　５％　　　　「１」　０％
保護者の方には昨年同様，好評価をいただき，うれしい結果となりました。また『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』と回答した高学年児童が８５％，低学年児童は８２％という結果になりました。
「たてわり活動」は異学年集団で協力し合い活動することで仲間意識を育てること，一人ひとりの児童が，学校の一員としての自分の役割を果たしていこうとする自覚を高めることを目的として実施しています。子どもたちのあたたかい声かけや低学年を大事にする姿が見られています。今後も続けていきたい取り組みの一つです。


保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２５％　　　　「４」３８％　　　　「４」５０％　　　　「４」３１％

「３」５２％　　　　「３」４６％　　　　「３」３９％　　　　「３」６７％

「２」２１％　　　　「２」１２％　　　　「２」　８％　　　　「２」　２％

「１」　２％　　　　「１」　４％　　　　「１」　３％　　　　「１」　０％
高学年で８４％，低学年で８９％の児童が自分から進んであいさつができていると感じています。学校では児童会の子どもたちが毎朝の登校時に玄関に立ち，「おはようございます」と大きな声であいさつしています。そして，元気にあいさつを返してくれる子が多い学年を「あいさつマイスター」として発表しています。さらに様々な取組をすすめ，いつでも，どこでも自分からあいさつができる子どもを育てていきたいと思います。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２５％　　　　「４」３３％　　　　「４」４４％　　　　「４」３７％

「３」５８％　　　　「３」５０％　　　　「３」４０％　　　　「３」６０％

「２」１６％　　　　「２」１４％　　　　「２」１０％　　　　「２」　３％

「１」　１％　　　　「１」　３％　　　　「１」　６％　　　　「１」　０％
よくない誘いを断る勇気を持っている児童が減少し，『「２」あまりそう思わない』が増加しています。児童の回りには危険がたくさんあります。よくない誘いを断る勇気，正しい判断をする力などをつけられるようさらに指導を充実させていきたいと考えています。

また，子どもたちの小さな変化を見逃さないよう学校と家庭とが連携して子どもたちを見守っていきたいと考えています。

保護者　　　　　　　児童（高学年）　　　児童（低学年）　　　教職員　

「４」２７％　　　　「４」２７％　　　　「４」４５％　　　　「４」３６％

「３」６２％　　　　「３」３８％　　　　「３」３９％　　　　「３」６１％

「２」１０％　　　　「２」２３％　　　　「２」　９％　　　　「２」　３％

「１」　１％　　　　「１」１２％　　　　「１」　７％　　　　「１」　０％
　自己肯定感を持っているかどうかの設問ですが，昨年度より問いかけがかわったためか高学年では，少し減少しています。「もっと自分にはできることがあるはずだ。でも，今はまだ気が付いていない」と捉えた児童もいるようです。この設問には，説明がいるようにも感じられます。また，もっと児童の優れた点を認め合い伸ばす指導が必要であることも感じられます。学校では，子どもたちが自分を前向きにとらえることができるよう適切に働きかけていきたいと考えています。保護者のみなさんと共に考えていきたいと思います。
今年度は下記の設問を増やしました。いずれもキャリア教育の視点にたった設問です。

「４」そう思う　「３」大体そう思う　「２」あまりそう思わない　「１」そう思わない

・保護者の方の回答では，設問②③⑰について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると８０％と好結果になりました。しかし，設問⑱については６０％に比べると減少する結果となりました。
・高学年児童の回答では，設問②③について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると８５％と好結果になりました。しかし，設問⑰については６０％，設問⑱については５０％という結果となりました。常に何か問題が起きたときには，何が原因なのかそのために何をすることが大切なのかを考えさせなくてはならないと思われました。
・低学年児童の回答では，設問②③について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』を合わせると８５％と好結果になりました。

・教職員の回答では，設問②について『「４」そう思う』『「３」大体そう思う』は１００％，設問③⑰については８５％，設問⑱については７０％となりました。
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①子どもに基礎・基本となる学力がついていると思われますか。（保護者）


先生は，わかりやすく教えてくれますか（児童）


児童に基礎・基本となる学力がつくよう指導していますか。（教職員）





⑥子どもはノートに美しく，正しい字を書こうとしていると思われますか。（保護者）


いつもノートに美しく，正しい字を書くように心がけていますか（児童）


児童に，いつもノートに美しく，正しい字を書くよう指導していますか。（教職員）





⑦子どもが最後まで粘り強く学習するよう指導ができていると思われますか。（保護者）


わからないことはそのままにしないで，わかるまで努力していますか（児童）


児童に最後まで粘り強く学習するよう指導していますか。（教職員）





⑩子どもは将来の夢をもって学校生活を送っていると思われますか。（保護者）


将来の夢をもっていますか。（つきたい職業だけでなく○○な人になりたい，でもよい）（児童）


児童が自分の将来の夢をもって学校生活が送れるよう指導・支援していますか。（教職員）





⑪「たてわり活動」で子どもに助け合いの意識が養われていると思われますか。（保護者）


「たてわり活動」では，他学年の人と助け合って活動していますか。（児童）


児童が「たてわり活動」で助け合って活動できるよう指導していますか。（教職員）
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⑫子どもはあいさつを自分から言えていると思われますか。（保護者）


あいさつは自分から言えていますか。（児童）


児童が，あいさつは自分から言えるよう指導していますか。（教職員）





⑭子どもはよくない誘いを受けたら，はっきりと断れていると思われますか。（保護者）


よくない誘いを受けたら，はっきりと断れていますか（児童）


児童がよくない誘いを受けたら，はっきりと断る勇気の大切さを指導していますか。（教職員）





⑯子どもに得意なことや良い点に気付くようはたらきかけをしていますか。（保護者）


自分の得意なことや良い点に気付いていますか。（児童）


児童が自分の得意なことや良い点に気付けるよう支援・指導していますか。（教職員）





②子どもは話を聞く時，考えや気持ちを受け止めようとしていると思われますか。（保護者）


③子どもは相手が理解しやすいように，工夫しながら自分の考えや気持ちを伝えようとしていると思われますか。（保護者）


⑰子どもは問題が起きた時，次に同じような問題が起こらないように何をすればよいかを考えていると思われますか。（保護者）


⑱子どもは何かをする時，見通しをもって計画を進めたり，そのやり方についてよりよいやり方を考えたりしていると思われますか。（保護者）


（いずれも保護者用の表記ですが，同じ内容の設問で児童（⑰⑱は高学年のみ），教職員も回答しています。）





②子どもは話を聞く時，考えや気持ちを受け止めようとしていると思われますか。（保護者）


話を聞く時，考えや気持ちを受け止めようとしていますか。（児童）


児童に話を聞く時，考えや気持ちを受け止めるよう指導していますか。（教職員）





③子どもは相手が理解しやすいように，工夫しながら自分の考えや気持ちを伝えようとしていると思われますか。（保護者）


相手が理解しやすいように，工夫しながら自分の考えや気持ちを伝えようとしていますか。（児童）


児童に相手が理解しやすいように，工夫しながら自分の考えや気持ちを伝えるよう指導していますか。（教職員）





⑰子どもは問題が起きた時，次に同じような問題が起こらないように何をすればよいかを考えていると思われますか。（保護者）


問題が起きた時，次に同じような問題が起こらないように何をすればよいかを考えていますか。（児童…高学年のみ）


児童に問題が起きた時，次に同じような問題が起こらないように何をすればよいかを考えるよう指導していますか。（教職員）





⑱子どもは何かをする時，見通しをもって計画を進めたり，そのやり方についてよりよいやり方を考えたりしていると思われますか。（保護者）


何かをする時，見通しをもって計画を進めたり，そのやり方についてよりよいやり方を考えたりしていますか。（児童…高学年のみ）


児童に何かをする時，見通しをもって計画を進めたり，そのやり方についてよりよいやり方を考えたりするよう指導していますか。（教職員）








